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- 昭和戦前期 (1929-1937)の長崎県盲 ･聾教育を中心に-





第 1章 長崎県における盲 ･聾唖教育の成立過程
一私立長崎盲唖院の開設を中心に- 以上,第 I報 (本誌第55号)
第 2章 明治30-40年代の長崎県における盲 ･聾教育の展開と特質
一私立長崎盲唖院･長崎盲唖学校の整備拡充過程一 以上,第Ⅰ報 (第56号)
第 3章 大正期の長崎県における盲 ･聾教育の展開と特質
一私立長崎盲唖学校の公立化 (県立移管)過程- 以上,第ⅠⅠ報 (第57号)
第 4章 昭和戦前期の長崎県における盲 ･聾教育の展開と特質 本号
一県立移管後 (1929-1937)の拡充整備過程を中心に一





をなすものである｡さらに言えば,長崎 という ｢地域｣を分析して近現代日本の ｢特殊教
育｣政策 と地域障害者教育 との関係構造の歴史的変遷 とその特質を解明し,そのことによ
って近現代日本地域障害者教育史を通史的に把握 していく時期区分論 と研究方法論を発展
させることをめざすものである｡そのような課題意識をもって,この第ⅠⅤ報では,これま
での研究成果 (第 Ⅰ～ⅠⅠ報)1)をふまえながら,第 Ⅰ報で提示した時期区分に基づいて,長
崎県障害児教育史 (戦前 ･盲聾教育編)の第 4期 (1929-1937)を長崎県立盲学校 ･同聾






第 4章 昭和戦前期 (1929- 1937)の長崎県における盲 ･聾教育の展開 と特質













まず表 1に見るように1933(昭和 8)年度予算で移転新築費が 8万円 (臨時費) 計上き
た｡1933年 9月には｢盲学校,聾唖学校位置変更ノ件認可申請｣(末尾の資料編Ⅴ一資料 6
参照)が文部省に提出され,同年11月の旧長崎市立商業学校跡への仮移転を経て,1935(昭
和10)年 7月に浦上天主堂にほど近い上野町に竣工した新校舎 (鉄筋コンクリー ト3階建)
に移転した｡旧校舎 (長崎市桜馬場町43番地)と新校舎の平面図は,それぞれ図 1と図 2
に示す通 りである｡ 敷地面積は,612坪から2003坪 と3倍余 りに拡大した｡ただし 浦上校
舎を両校が併用したため結局盲 ･聾分離は実現しなかった｡しかし教育条件は飛躍的に改
善されていった｡
新築移転による教育条件整備に伴い1936年 6月には,1929年 7月制定の学則 (1924年の
学則 とほぼ同じ)を改正し,①聾唖学校への予科 (-幼推部,修業年限 2年)の設置,②
聾唖学校初等部 5･6学年における ｢技芸こ関スル学科目｣の ｢兼修｣の明確な導入,③
聾唖学校中等部の修業年限を4年から5年への延長,④③ と連動して聾唖学校中等部に和
服裁縫科 ･洋服裁縫科 ･工芸科の設置 (従来の工芸科 ･裁縫科の 2科制 より3科制へ拡
充),(参盲学校中等部の音楽科の廃止 (従来の鍛接科 ･音楽科の 2科制より1科制への縮





学年での ｢兼修｣を前提 とした中等部 5年制 ･3科による職業教育が充実されたことであ
る｡この5年制実施は,公立私立盲学校及聾唖学校規程第一条の ｢聾唖学校ノ修業年限ハ
･-中等部五カ年ヲ常例 トス｣ という ｢常例｣を達成したことを意味し,同時に修業年限に
おいて一般中等学校 と同等水準に達したことも意味した.⑤の公民科は,1931年の中学校
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表 1 長崎県立盲学校 ･長崎県立聾唖学校財政状況一覧 (収入)
31
年度 上下段段盲聾 御下賜金 基本財産ヨリ生ズル収入 授業料入学 補 助 金 寄付金その他の収入 設立者負 担 合 計円.戟 経 費 合 計円.戟国 庫 長崎県 長崎市 その他 経常草 臨時費
1925 代用盲 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 6,575.0013,750.0 13,750.0
(大正14)代用聾 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 7,175.00
1926 代用盲40.030.00 440.0 806.003,250.01,000.00 30.0 367.0 6,863.0013,293.0 900.014,193.00
(大正15)代用聾50.00450.00 150.0 865.03,250.001,00.0 30.00 815.0 7,30.00
1927 代用盲40.030.00 40.0 737.003,250.001,000.00 500.0 658.0 7,245.0014,30.0 900.015,230.0
(昭和2)代用聾50.0450.00 10.0 817.03,250.001,00.0 50.00 1,368.007,985.0
1928 代用盲40.030.00 350.0 682.03,250.001,000.00 350.0 838.007,170.0014,30.0 900.0015,20.0
(昭和3)代用聾50.0450.00 10.0 84.03,250.001,00.0 350.0 1,536.008,030.00
1929(昭和4)県立盲聾 1,815.093 64.0765 5.0 6,371.00496 8,835.006681 15,516.0 15,516.0
1930(昭和5)県立盲聾 1.0 9,618.00700 9,619.0070 16,630.0 16,630.0
1931(昭和6)県立盲聾 1.0 9,497.006813 9,498.006814 15,902.0 410.0016,312.0
1932(昭和7)県立盲聾 不明 不明 不明 不明 不明 不明
193(昭和8)県立盲聾 1.089,625.00073 89,626.0074 18,700.0080,00.0098,70.0
1934(昭和9)県立盲聾 1.00 9,615.07 9,616.072 19,378.00 19,378.0
1935(昭和10)県立盲聾 1.009,972.0016 9,973.017 19,690.00 19,690.0
1936(昭和11)県立盲聾 1.010,939.0201 10,940.0022 20,972.00 170.021,142.0
1937(昭和2)県立盲聾 ll,125.0100 ll,125.01020 0 21,327.0 21,327.00
1938(昭和13)県立盲聾 ll,21 0 .0010147 l,210.010147 21,357.00 21,357.00
1939(昭和14)県立盲聾 1,00.05 0 10,959.008 3 l,959.0104930 22,102.00 350.02,452,0
1940(昭和15)県立盲聾 1,00.05 10,802.009693 ll,802.0193 23,865.00 150.024,015.0




図 1-① 移最前の桜鯛 町校舎の配置図
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第 2●節 長崎県における盲 ･聾児就学義務制要求運動の展開
盲学校及聾唖学校令施行 (1924.4)後の盲 ･聾唖教育界の最重要課題は,就学義務制
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をとりまとめ,1937(昭和12)年 7月10日に内閣総理大臣と大蔵大臣に対 して ｢盲聾唖の
義務制を速に実施せ られんことを望む件｣を建議した｡
これらの建議は,共通して ｢人道上｣と ｢教育機会の均等上｣という理念を基本に据え,
｢盲唖教育｣の ｢不備不振｣は,｢国家の品位 と文化の上に一大汚点を印するもの｣ と指摘
し,｢教育の免除制を廃し義務制度 とな｣すことを要求していた｡ここにはまだ大正デモク









(∋平田勝政･菅達也 :長崎県障害児教育史研究 (第 Ⅰ報)-1898年設立の私立長崎盲唖院を中心に- ｢長
崎大学教育学部教育科学研究報告｣第55号,25-34貢,1998年 6月
②平田 :管 :長崎県障害児教育史研究 (第II報)一明治30-40年代の長崎県盲 ･聾教育を中心に- ｢長
崎大学教育学部紀要一教育科学-｣第56号,ll-21貢,1999年 3月
③平田 ･菅 :長崎県障害児教育史研究 (第ⅠⅠ報)-大正期の長崎県盲 ･聾教育を中心に- ｢長崎大学教
育学部紀要一教育科学-｣第57号,33-45貫,1999年 6月
④同上 :長崎県障害児教育史資料 (Ⅰ)一戦前 ･盲聾教育編- ｢長崎大学教育学部教育科学研究報告｣
第54号, 1-17貢,1998年 3月
⑤同上 :長崎県障害児教育史資料 (ⅠⅠ)一戦前 ･盲聾教育編- ｢長崎大学教育学部教育科学研究報告｣
第55号, 1- 8貢,1998年 6月
⑥同上 :長崎県障害児教育史資料 (ⅠⅡ)一戦前 ･盲聾教育編- ｢長崎大学教育学部紀要一教育科学-｣
第56号,22-25貢,1999年 3月
(診同上 :長崎県障害児教育史資料 (rV)一戦前 ･盲聾教育編- ｢長崎大学教育学部紀要一教育科学-｣
第57号,46～48貢,1999年 6月









6)帝国盲教育第二回総会報告 ｢帝国盲教育｣第 4巻第 1号,9-10貢,1924年 7月
7)平田 :盲･聾児就学義務制運動の展開と東京の盲･聾教育 (『東京都教育史 通史編三』所収,773-777
貢,1996年)参照｡
8)第一回九州盲唖教育研究会報告 ｢帝国盲教育｣第 6巻第 3号,70貢,1927年 1月
9)長崎県教育会第四十五回総会記事 ｢長崎教育｣第429号,21-23頁,1931年 6月 本文中の引用はすべ
て本総会記事による｡
10)川本宇之介 :盲及聾唖児義務教育制度請願運動報告 ｢聾唖教育｣第20号,85-88頁,1933年 3月
ll)長崎県教育会第五十一回総会 ｢長崎教育｣第489号,80-81頁,1937年 6月
(付記)本稿は,日本特殊教育学会第36回大会 (1998年 9月 於 ･文教大学)において発表した平田 ･
菅の共同研究 ｢長崎県障害児教育史研究 (第ⅠⅠ報)一大正 ･昭和戦前期の盲聾教育を中心に-｣と日
本特殊教育学会第37回大会 (1999年 9月 於 ･北海道大学)において発表した平田 ･菅 ･早田の共同
研究 ｢長崎県障害児教育史研究 (第Ⅳ報)一戦時下 ･終戦直後の盲 ･聾教育を中心に-｣の両研究の
内,第 4期 (1929-1937)に関する平田 ･菅の共同研究の部分を大幅に修正加筆してまとめたもので
ある｡第 5期 (1938-1947)に関する平田 ･早田 ･菅の共同研究の部分は次号に掲載する予定である｡









く資料 1〉長崎盲学校 ･聾唖学校設置申請書 (1924年)
大正十三年五月廿九日
長崎県知事 堀内秀太郎
















文部大臣 江 木 千 之 殿
盲学校設置要項
一.名称 長崎盲学校
二.位置 長崎市桜馬場町四拾参番地 地質 粘質土 粘質壌土
町内ニハ長崎女子師範学校アリ近隣ハ民家
建物配置図面及飲用水ノ定性分析表ハ別二添付ス*別紙に盲学校平面図等あり｡











一.長崎県交附金 二.長崎市補助金 三.文部省補助金 四.長崎解社会事業協会配








文部大臣 江 木 千 之 殿
授業料額
中等部鍛接科 壱カ月 金重囲
同 音楽科 壱カ月 金重囲







文部大臣 江 木 千 之 殿
聾唖学校設置要項
-.名称 長崎聾唖学校
二.位置 *省略 (前記の盲学校設置要項 と同じ,別紙に聾唖学校平面図等あり)
≡.学則 別冊ノ通 り *本誌第54号所収の1924年学則 (資料編 Ⅰ一資料 8)と同じ｡
四.各学部ノ生徒定員
初等部 八十人
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文部大臣 江 木 千 之 殿
選科生制度施設要項















選 科 生 壱カ月 金五拾銭
(国立公文書館所蔵)
42 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第58号
く資料 2〉長崎盲学校 ･聾唖学校の県立代用校申諦雷 (1924年)
大正十三年七月十九日
長崎県知事 堀内秀太郎















2 名 称 長崎盲学校
長崎聾唖学校
3 位 置 長崎解長崎市桜馬場町四十三番地 (両校共)
4 学 則 別紙ノ通 *本誌第54号所収の1924年学則(資料編 Ⅰ-資料 7･8)と同内容
四 同上学校ノ部科別,学年別現在生徒数及学級数
1盲学校
部 別 科 別 現 在 生 徒 数 苧級数
第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 計
初等部 3 1 5 3 3 15 2
中等部 鍛接科 16 12 9 9 46 4音楽 1 1 1 3 1
計 17 13 10 9 49 5
現在生徒数合計67人 学級数 8
2 聾唖学校
部 別 科 別 現 在 生 徒 数 苧級数
第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 計
初等部 17 18 10 9 5 1 60 5
中等部 工芸科 3 3 3 1 10 1裁縫 1 2 1 2 6






担 任 学 科 目 資 格 備 考 氏 名
初等部全科,中等部ノ修身.国語 聾唖学校ヨリ兼務 中尾 栄
初等部全科,中等部ノ体操,別科ノ修身.国語 東京盲学校師範科普通科卒業 湯村伊佐エ門
初等部全科,中等部ノ体操,別科ノ算術 文部省令第三四号第十条第二項二 小島 梅三
初等部ノ唱歌 聾転学校ヨT)兼務 小須賀ヒサ
初等部ノ全科 松尾 ティ
中等部ノ物理.解剖.生理.衛生.病理.経穴.重税旋 文部省令第三四号 橋本 瀧治
マッサージ灸,別科ノ解剖.生理.消毒法.按摩 第十条第-項三号
同 右 同 右 太田 律馬
同 右 同 右 白石 正
同 右 後藤 卓男
中等部ノ生理.衛生.病理.物理.化学 文部省令第三四号第十条第一項三 梅末 芳太郎
2 聾唖学校
担 任 学 科 目 資 格 備 考 氏 名
初等部全科,中等部ノ修身.国語 文部省令第三四号第十一鮮 項三 中尾 栄
初等部ノ体操 盲学校ヨリ兼務 湯村伊佐エ門
初等部ノ全科 文部省令第三四号第十一一条各二項二 小須賀ヒサ


































く資料 3〉長崎盲学校 ･聾唖学校の県立代用模糊開延期中講義 (1928年)
昭和三年二月十六日
長崎県知事 佐上 信一








二 名 称 長崎盲学校 長崎聾唖学校 (国立公文書館所蔵)








































く資料 6〉長崎県立盲学校 ･聾唖学校の移転艶可申雑書 (1933年)
昭和八年九月十三日
長崎県知事 鈴木信太郎









舎 トモ学校 トシテハ不適嘗ナルニ依 り左ノ通校地ヲ変更セントス
二 位置
現位置 長崎市桜馬場町四拾参番地
新位置 長崎市上野町式百参拾七番地
同 式百参拾八番地
同 式百参拾九番地
同 式百四拾番地
同 式百四拾萱番地
同 式百四拾式番地
同 武百四拾参番地ノ武
三 敷地ノ面積
現敷地 六百参拾坪八合式勺
新敷地 式千参坪- (土地台帳面積二依ル)
四 地質
北西ノ方ハ岩磐ニシテ其ノ他ハ赤粘土磐ナリ
五 附近ノ状況
別紙図面ノ通
六 建物ノ配置
別紙図面ノ通
七 飲料水ノ定性分析表
長崎市設上水道使用二付省略ス (国立公文書館所蔵)
